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RITE温暖化対策シンポジウムin関西
大阪科学技術センター

13:10～13:50
2026年9月17日（木）

CO2フリー水素の大量導入
に向けた利活用拡大

脱炭素とエネルギー安全保障の切り札「CO2フリー水素」の大規模実装へ

東京科学大学（Institute of Science Tokyo)
名誉教授 岡崎 健

（一社）燃料電池開発情報センター（FCDIC）代表



講演内容 （CO2フリー水素＝グリーン水素＋ブルー水素）

１．現状把握と論点

２．温暖化対策としての水素導入ー日本の歩み

３．日本の取り組みと対外比較－台頭する中国、EU

４．産業分野への水素大量利用への展開
・工業的熱利用 ・発電（混焼、専焼） ・鉄鋼業・溶融炉

５．水素利活用拡大に向けた取り組み
・再エネ・電解水素のコストダウン ・FCV → HDVへ ・エネファーム
・純水素FC ・水素タービン（中型、大型）、多用途展開（鉄道、船舶、航空機・・）
・海外からのCO2フリー水素サプライチェン整備

６．CO2フリー水素導入拡大に向けた民間の取り組み
・中部圏（愛知県） ・新潟県
・GX戦略地域制度（コンビナート型、データセンター集積型、脱炭素電源活用型）
・純水素FC ・水素タービン（中型、大型）、多用途展開（鉄道、船舶、航空機・・）

７．水素大動脈構想と水素パイプライン

結言と提言
2
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１．現状把握と論点
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講演に先立ってー現状把握と論点ー

◎日本は世界に先駆けて水素エネルギー導入の検討を進めてきた。
・WE-NET（World Energy Network) 1993～2002

海外の未利用エネルギーを日本へ
・JHFC（Japan Hydrogen and Fuel Cell Demonstration Project)

2002～2011 燃料電池自動車とステーションのシステム実証

・資源・エネ庁 「CO2フリー水素WG」 2016.5～2018.3
・世界で初めての国家水素基本戦略の策定 2017.12

2023.6の水素基本戦略改定まで6年間のブランク
・その間、2020年にコロナ(COVID-19)発生、日本の水素停滞

EU、ドイツ、中国の台頭。
2020.10 日本の2050カーボンニュートラル宣言（菅内閣）

・水素社会推進法 2024..5 拠点整備支援と価格差支援
・第7次エネルギー基本計画 2025.2
・水素大動脈構想（民間主導） 2026.4
・日本成⾧戦略 重点17分野（水素含む）2026.7/21
・エネルギー強靭化パッケージ（パワーGX）（水素含む） 2026.8/26
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このような⾧年にわたる努力にもかかわらず、国内での水素の普及は
進んでいない。なぜか？

価格が高く、需要が拡大しないからなのか。
価格差支援：年間1000トン以上が条件。小口の普及は無理。
高くても使う制度設計が必要。価格勝負では中国に負けて当たり前
半導体、太陽光発電、液晶パネル、蓄電池・・の経験はどこに？

燃料電池車（FCEV) を世界で初めて市販を開始（2014）したのに、国
内販売は停滞している。なぜか？

ステーションが少なく不便だからか。
こんなことばかり言っていては、FCVが普及するのは無理。
現在、大型車（HDV）への展開が進んでいるが・・

脱化石時代の日本のエネルギー安全保障の実現に不可欠なのは、再生可
能エネルギー、原子力、それとCO2フリー水素（グリーン水素とブルー
水素）しかない。

思い切った国策が必要である。水素幹線整備と末端での水素利用
成功例：FIT（固定価格買取り制度）ただし光と影・・
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⾧年にわたって補助金（基礎研究、要素研究・技術開発、
システム研究、インフラ構築）が配分されてきたが各論的
であり、「日本の将来のエネルギー安全保障」という国家
的大問題としての取り組みが必要である。

ホルムズ海峡が閉鎖されたから石油が足りない、じゃあ
どうしよう、備蓄放出でしのごう、というレベルの問題
ではない。

これに対応するためには、ハードもソフトも熟知した強靭
な指導力のある国家的リーダーが不可欠である。

まずは、将来の水素インフラに対して、純水素パイプラ
インの全国ネットワークに対する本格的検討を直ちに始
めることを提案する。

当たり前のことをやっているだけでは世界に勝てない。



77

2．水素導入ー日本の歩み



88Source: METI

JHFC 2002-2011

WE-NET 1993-2002

Modified from METI
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水素利用国際クリーンエネルギーシステム技術
（WE-NET, World Energy Network）

第I期：1993-1998 第II期：1999-2002

タスク１ システム評価に関する調査・開発 （システム研究）
タスク２ 安全対策に関する調査･研究 （システム研究）
タスク３ 国際協力に関する調査･研究 （システム研究）
タスク４ 動力発生技術の開発 （水素利用技術）
タスク５ 水素燃料タンクシステムの開発 （水素利用技術）
タスク６ 純水素供給固体高分子型燃料電池の開発 （水素利用技術）
タスク７A 水素供給ステーションの開発 （水素利用技術）
タスク７B 水素供給ステーションの開発 （水素利用技術）
タスク８ 水素製造技術の開発 （水素製造技術）
タスク９ 水素輸送・貯蔵技術の開発 （水素輸送・貯蔵技術）
タスク１０ 低温材料の開発 （水素輸送・貯蔵技術）
タスク１１ 水素貯蔵材料の開発 （水素輸送・貯蔵技術）
タスク１２ 革新的・先導的技術に関する調査・研究 （革新的・先導的技術）

・タスク 6,7 の主査を岡崎が担当統括：ENAA
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1111METI 小林大和、H2-FC EXPO 特別講演 2026-3 に加筆

CO2フリー水素WG (METI) 2017.3

6年

COVID-19
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ドイツの水素国家戦略（アルトマイヤー経済相（当時）、2020年6月10日）
・ドイツは水素技術で世界一になる。
・再生可能エネルギー法(EEG)以来の最大のイノベーションだ。
・2050年に温暖化ガス排出ゼロにする。
・「グリーン水素」（再エネ電力）に特化し、「ブルー水素」は長期的には戦略外。
・ドイツは水素を「産業の血液」に育てる。
・ロシアへのエネルギー依存からの脱却（ウクライナ侵攻）。
・電力システムの一部に水素を位置づける。
・新型コロナからの復興経済対策全体の7％、90億ユーロ（約1兆8000億円）を水素に
・水素の生産能力（電解装置の能力換算）2030年に５GW、2040年に10GW(原発10基分)

（水素のコストダウンが必須：1/5）

EUの水素戦略（欧州委員会、2020年7月8日）
・2050年までの累計投資額、1800億ユーロ（約21兆円）～ 4700億ユーロ。

・水素の個別技術で世界をリードしていた日本が、半導体、太陽電池、液晶パ
ネルと同じ轍を踏むのか。LIBでも寧徳時代新能源科技（CATL)の台頭。

・ビジネス、投資、国策、規格、標準化 → 世界戦略
・CO2フリー水素の導入拡大（輸送、産業、電力）、副生水素、インセンティブ
・道筋描けず遅れる日本（日経、2020 9/18）→ 2050 カーボンニュートラルへ

「海外の水素国家戦略の急展開に対して日本は何をなすべきか」岡崎,東工大GHEC,2020.10/8

2020.10 12

40万円/kW → 15万円/kW
100円/Nm3 ⇒ 30円 (2030) ⇒ 20円 (2050）



13METI GX2040ビジョン 2025-2-18

CO2

13NDC : Nationally Determined Contribution
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３．日本の取り組みと対外比較
（温暖化対策＋エネルギー安定供給＋経済成長）
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経済産業省 GX2040ビジョン 分野別投資戦略（水素等）2025-12
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経済産業省 資源エネルギー庁、水素・燃料電池戦略協議会 2021 3/23
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水素を取り巻く国内外情勢と水素政策 資源エネルギー庁 2024-9-6 17
価格差支援 拠点整備支援



1818Open AI (Chat GPT-5) による



1919NEDO北京事務所 山下恭平、H2-FC EXPO 特別講演 2026-3

うち、石炭ガス化 2070万トン、天然ガス改質 760万トン、副生水素 770万トン
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４．産業分野への水素大量利用へ
発電、工業炉、ボイラ、鉄鋼業 ・・
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水素を取り巻く国内外情勢と水素政策 資源エネルギー庁 2024-9-6 21



2222平野哲郎（JTEKT） 中部圏低炭素水素サプライチェーン構築促進会議 2026-6

中部圏低炭素水素認定 No.12



23第30回水素・燃料電池戦略協議会 2023-4-5

－鉄鋼ー
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５．水素利活用の拡大に向けた取り組み
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25経済産業省 資源エネルギー庁、水素・燃料電池戦略協議会 2021 3/23 25



26水素を取り巻く国内外情勢と水素政策の 現状について 2024年9月6日 資源エネルギー庁 26



27日本ガス協会 2024-1

継続性？
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2828
黒羽智宏（パナソニックエレクトリックワークス） 第33回 FCDIC 水素・燃料電池シンポジウム 2026-5



2929
黒羽智宏（パナソニックエレクトリックワークス） 第33回 FCDIC 水素・燃料電池シンポジウム 2026-5
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６．CO2フリー水素の普及拡大
民間の取り組み

・中部圏低炭素水素サプライチェーン構築促進会議
（前：あいち低炭素水素サプライチェーン推進協議会）

・新潟カーボンニュートラル拠点化・水素利活用促進協議会
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33
愛知県「低炭素水素認証制度」発足記者会見資料 2018 4/25
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34中日新聞 2022年10月30日（日） 朝刊 教育欄 34
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中部圏 東京都

低炭素水素・グリーン水素 認証ロゴ（2026）



3636藤田拓志（新潟県 産業労働部） 新潟県 Linkers Webセミナー 2026-2



37新潟カーボンニュートラル拠点化・水素利活用促進協議会 2023-3-22 37



3838
松野郁右（JAPEX 石油資源開発） 新潟県 Webセミナー 2026-2
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７．水素大動脈構想と水素パイプライン



4040
水素バリューチェーン推進協議会（JH2A）第16回水素・アンモニア政策小委員会 2026-3
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水素バリューチェーン推進協議会（JH2A）第16回水素・アンモニア政策小委員会 2026-3
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⾧年にわたって補助金（基礎研究、要素研究・技術開発、
システム研究、インフラ構築）が配分されてきたが各論的
であり、「日本の将来のエネルギー安全保障」という国家
的大問題としての取り組みが必要である。

ホルムズ海峡が閉鎖されたから石油が足りない、じゃあ
どうしよう、備蓄放出でしのごう、というレベルの問題
ではない。

これに対応するためには、ハードもソフトも熟知した強靭
な指導力のあるリーダーが不可欠である。

まずは、将来の水素インフラに対しては、純水素パイプ
ラインの全国ネットワークに対する本格的検討を直ちに
始めることを提案する。

〘 再掲 〙


